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2019年度事業活動基本方針 

 
急激な少子化、高齢化、人口減少、技術革新、医療技術の進歩による社会環境の変化に伴い、国は

社会経済全体に関わる課題解決や保健医療の課題解決に向けて中長期の政策ビジョン、アクションプ

ランを打ち出し、財政・経済成長、健康先進国を目指している。 
当法人においては、心身の健康増進に関する事業をさらに発展させ、保健医療分野の社会的課題解

決に役立てることを目指していく。 
活動方針 
ストレス科学研究所事業、健康増進センター事業、先端生命医科学研究所事業を三位一体として 

心身の健康増進サービスに取り組むとともに、これまでに蓄積してきた心身の健康データに関して情

報技術、解析技術を駆使し、新たな事業価値を創出する。 
2019年度は「強い事業」「強い財政」を目指し、以下の事業に取り組み、法人の持続的発展と経 

営の安定化を図る。また、中長期計画を策定し、定期的に事業・財政の評価を行っていく。 
 

事業 

（１） ストレス科学研究所事業は、基礎研究から応用・実践的研究までの一貫した研究活動を

さらに加速させ健康増進事業との連動性を高め、研究成果を事業化する。 

ストレス科学研究の専門機関としての事業を確立する中長期事業計画を策定する。 
（２） 健康診査事業は、公益事業の積極的な推進及び健診に関する品質管理を徹底する。 

受診者の満足度を高める健康増進サービスを絶えず新たな視点で見直し、三位一体事業

の成果の活用等による「良い健診、良いサービス」を提供する。  
先進的な健康増進事業を検討し中長期事業計画を策定する。 

（３） 先端生命医科学研究事業は基礎研究の継続、臨床研究支援事業については治療における

QOLの向上の評価及び至適な治療法の標準化に努め、疾病制圧を目標とした最適な個別

化治療研究の支援を継続実施する。厳しい事業環境となっているが、将来事業について

差別化軸を検討し、中長期事業計画を策定する。 
（４） パブリックヘルス事業推進室は三位一体事業の実現、内閣府認定事業を実施する。 
（５） ストレス科学と生命医科学分野の学術の振興に寄与するため、若手研究者への研究助成

を継続して行う。 
（６） 倫理審査委員会の充実を図る。 

 財政   
収入の確保と支出削減により、正味財産の増額確保に努める。 

（１） 公益財団法人としての財務基準を確保する。 
（２） 各事業においては、安定的な収入確保の努力、また、新たな公益事業収入の確保、寄付

金収入の確保に取り組む等、収入の多様化を図る。 
（３） 人事計画、業務効率化、支出点検等を行い、コスト削減に努める。 
（４） 法人全体の財務管理を徹底する。 
法人運営  

ガバナンスの強化、コンプライアンスの確立、ディスクロージャーの徹底に努め、適正に 
管理する。 
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（１） 内部監査室の機能を強化する。 
（２） 利益相反に関するマネジメントを強化する。 
（３） 個人情報の保護、セキュリティ対策を強化する。 
（４） 広報事業を充実させる。 
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